
パラスタス 大斎第２第３第４のスボタ聖体礼儀（死者のための） 

聖體禮儀に本調の眞福詞、六句に。聖入の後に讃詞、 

トロパリ 

 

 

光栄は父と子と聖神に帰す 

 

 
使

 
徒、

ち

致


命
めい

 
者、


よげんしゃ

預言者、


せい

成

 
せい

聖

 
者、

  
こくしょうしゃ

克肖者及び 諸


義


ぎじん


人、

よ


善く戦いを終えて信を 守り

 
し


も


の


よ、

 
い


の

 
る、


じんじ

仁慈なる救世主の前に勇みを保つも


の


と

 
し


て、

 
か

 
れに

 
たましい

我等の霊の救われんことを 祈り


た


ま

 
－


え。


 

主

 
よ、


仁慈なるに


よ


り

 
て、


爾の諸僕を

しょぼく

記


お

 
く


し


て、

  
ざいせい

其の在世の時に行いし

 
しょざい


諸罪を


ゆる


赦し


た


ま

 
－


え。

  
罪

 
なき者

 
なけれ

 
ば


な


－


り、

 
唯


爾は

 
罪


な

 
し、


か さ

且つ世を逝りし者に安息を
あんそく

賜う


を


よ


能


く


す。



 
ハリス

 
トス

#
よ、
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が

 #
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し


い


を

#
諸

 
聖


人


と


と


も

# 
に、

 
や

#
ま


い


も


か


な


し


み


も


な

 
げ


き


も


な

# 
く、 お


わ


り


な


き


 

い


の

#
ち


の


あ


る


と


こ


ろ


に


や

 
すんぜ

 
し


め


た

 
ま

 
え。





今も何時も世世にアミン (８調、常に福と同じ) 

生神女、聘女ならぬ聘女、／信者の救いよ、 

我等は爾を垣墻
か き

と港、／及び爾が生みし神の前に 

善く納れらるる／祈禱者として有
たも

つ。 

 

提綱、６調 ＜使徒経は「スボタ」の項を見よ。＞P110 

彼等の霊は福に居らん。 

句、主よ爾に我が霊を挙ぐ。吾が神よ、爾を恃む我に世々に愧
はじ

なからしめよ 

 

 

使徒経：第２土曜：エウレイ309端と270端、第3土曜日エウレイ325端と270端、第4土曜

日313端と163端 

 

「アリルイヤ」８調 

 

(句)主よ、爾が選び近づけし者は福なり、彼等の記憶は世世に在らん」。 

 

福音經はマルコ六端、又イオアン十六端。 

 

領聖詞、「義人よ、主の爲に喜べ」。又、「主よ、爾が選び近づけし者は福なり」。 

 

 

 
か


れ


ら
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た
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く


に
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らん

 

 8調 
ア リルイヤ、 ア リ ル イ


ヤ


ア

 
－リ


ル


イ


ヤ

 

 領聖詞１

義

 
人

   
よ、 主


の


た


め


に


よ


ろ

 
こ

 
第３２聖詠第１節

べ


  

讃


栄

  
す

 
る


は


義


者

 
に


か

  
な

   
う。




